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進化する、音響と振動の技術

1921年、強誘電体（外部に電場がな
くても電極双極子が整列し、双極子の
方向が電場によって変化できる物質）
であることが報告され、イヤホンやマ
イクロホンなどの圧電素子として利用
されるようになった、ロッシェル塩。
小林理学研究所ではかつて、培養生
産も行われていた複塩である。以前は
「音を伝える」上で欠かせない物質と
して知られていたが、現在では他の材
料にその役目を譲っている。
取材協力 / 小林理学研究所 音響科学博物館

撮影 / 赤羽 佑樹

「ロッシェル塩」
小林理学研究所 音響科学博物館蔵
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PROJECT STORY　リオンのプロダクト開発ドキュメンタリー

音を利用して モノの容積を測る。
音響式容積計・体積計はどのようにして生まれたか？

HISTORY OF TECHNOLOGY　リオンの技術史

第四回　振動レベル計
「人が感じる振動」に寄り添うために。 

FROM NOW ON　リオンの［いま］と［これから］

FUTURE TALK SESSION 中堅エンジニアたちのトークセッション
ミライの技術、  ミライのリオン

SPECIAL REPORT　人々の「聞こえ」を支える最前線

リオネットセンター新宿、探訪

TALES OF RION　見聞！ リオンの製品とひとびとの暮らし

「音の聴こえ方」を探る の巻

FROM OVERSEAS　海の向こうのリオン

韓国編

OUR FAVORITE TOWN KOKUBUNJI　リオンのスタッフがナビゲート

ブラリ、国分寺巡り
今回のテーマ［ バレーボールを通じて地域貢献！]

ACTIVITY

リオンの［活動報告］

EPILOGUE-SCIENCE, SCIENCE! 　リオンスタッフのこだわりコラム

理数好きなもので。
No.004 　64倍の努力
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表紙作品「無響室」
グラスウールでできた防音材は最初に見た時、暖
かな木のように感じ、全方位閉ざされた空間にも
かかわらずまるで森にいるかのような安心感に包
まれた。音を研究する閉ざされた施設ではあるが、
その研究は製品に反映され、広く世の中に知れ渡
る。閉鎖的な中に感じる広がりに注目して制作を
行った。

版画家・北嶋勇佑（きたじまゆうすけ）
2014年武蔵野美術大学大学院版画コース修了、
木版画とモノタイプ（1点刷り版画）の技法をミッ
クスした独自の手法を用いて、親しみのあるモノ
を題材に1点モノの版画作品を制作する。

早いもので創刊から1年です。無事にVol.4をお届けで
きることは本当に嬉しいことです。このご時世で「取材
に行けるの？」なんて心配から始まったVol.1からここま
で来れたのは皆様のおかげ。これまでいろいろな記事を
担当しました。「技術情報誌」の名に相応しい先端技術、
技術屋さんのこだわり、未来の技術を語る話。RTJって
バラエティ豊かですね。今回の担当はまた違う切り口で
す。皆様が楽しめたら良いなぁと思っています。（中山）

編集委員に加わってから半年が経ちました。「校了って
何？」から始まり、出版・印刷業界の専門用語に悩む毎
日でしたが、少し慣れてきました。育休明けの三児の母
でもあり、時には子供の体調不良等で予定していた取材
に立ち会えない事もありました。しかし、編集委員の方々
に支えられ、編集に携わらせていただいています。みな
さまにはこの雑誌を通してリオンの製品や社員の温かさを
身近に感じて頂けるとありがたいです。（座間味）

編集前記
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PROJECT STORY

今回はリオンが長年、紡いできた製品開発の歴史においても
とりわけユニークな製品についてフォーカス。
音を利用してモノの容積や体積を計測するという画期的なシ
ステムだ。この製品がどのようなアイデアからどのような経
緯で生まれたのかを、キーマンたちへの取材からひもといて
いく。

ボイル・シャルルの法則

音を利用して
モノの容積を測る。
音響式容積計・体積計はどのようにして生まれたか？

リオンのプロダクト開発ドキュメンタリー 取材・文 /編集部
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自動車のエンジン内部の
容積を計測する画期的な機器

　目に見えない音や振動をセンシング

し、見える化することで新たな価値が生

まれる。これはリオンが創業から一貫し

て取り組んできた事業の骨子であり、そ

の結果、優れた騒音計や振動計、微粒

子計などが多数、リリースされてきた。

こうした歴史において、時には自由な発

想で開発されたユニークな製品も登場し

てきた。その一例が「音響式容積計」「音

響式体積計」である。これらの機器は測

定対象物の形状に関わらず、空気中で

高精度に容積や体積を計測する機能を

有する。キャリブレーションさえ行えば、

特殊な技能を必要とせず容積や体積を

計測できるという利点も広く社会に評価

されている。音を計測することで新たな

価値を見出した好例と言えるだろう。

　環境機器事業部の井關幸仁は音響式 

容積計・体積計の開発について詳細を知

る一人だ。この機器が持つアドバンテージ

について問うと、こんな答えが返ってきた。

「容積や体積を測定しようとする時、一

般的には、ビュレット法という液体を使

う方法が用いられます。計測したい容器

に液体を入れ、その液体がどれだけ入っ

たかを測定するという方法です。一方で

リオンの音響式では当然、液体を使用し

ないので、対象物を濡らさずにすむとい

う点が大きなアドバンテージです。現在、

主な対象物は自動車のエンジンですが、

様々な規格や規制に基づいて製造され

るべきエンジンには容積を計測するプロ

セスが不可欠です。しかし、液体を注入

して計測する方法では、その後に乾燥さ

せるという工程が必要となり、時間も手間

も掛かるわけです。また液体を入れると

いっても誰もが簡単にできるものではな

く、言わば職人的な技術が必要です。一

方、音響式であれば誰が測定しても同じ

値を出せるので、技術の継承が簡単です。

こうしたアドバンテージをご理解いただい

た結果、現在、日本のほぼすべての自動

車メーカーに導入していただきました。ま

た、近年では海外の自動車メーカーにも

納入した実績があります。音と向き合っ

てきたリオンならではの製品だと自負して

います」

　自動車のエンジンが複雑な形状をし

ていることは誰でも理解できるだろう。

その入り組んだ内部の容積を正確に計

測することが品質管理という点で求めら

れている。このような現場では従来、液

体を用いて容積を計測するしかなかった

が、リオンの音響式容積計を使用するこ

とで、現場環境が大きく改善することに

なったのだ。また、音響式体積計は現在、

主に分銅などの体積を測定する際に用

いられている。容積計、体積計、どちら

も音響を利用し、これまでにない発想で

開発された製品であった。井關はこう続

ける。

「キャリブレーション用の金属製校正器

を基準として容積を比較測定するので、

原理的には金属のほか、硬質のプラス

ティックやガラスで構成された容器の容

積を計測することが可能です。一方で、

スポンジのような素材で作られたものを

計測することは難しいですが」

アルキメデスの原理

古代ギリシアの学者・アルキメデスが入
浴中に発見したこの原理は、純金で作ら
れているはずの王冠に混ぜものが入って
いるかどうかを検証すべく悩んでいたこ
とから生まれたとされる。原理の骨子は、
流体（液体や気体）中の物体はその物体
が押しのけている流体の質量が及ぼす
重力と同じ大きさで上向きの浮力を受け
る、というもの。この原理によって物体
の体積を測るという実験を経験した人も
多いだろう。

音響式容積計

音響式容積計のデモンスト
レーション。この機器内部に
設置された 2つのマイクロホ
ンが圧力の変動を感知するこ
とで容積や体積の計測が可能
となる。

イラスト/菅野恵

井關 幸仁
環境機器事業部 音響振動計測器営業
部 計測器営業技術課。環境計量士、公
害防止管理者（騒音・振動関係）。かつ
ては特注製品の設計に関わっていたこ
とから、音響式容積計・体積計の開発、
製造に従事。現在は顧客への提案、デ
モンストレーション、運用相談などの業
務を行う。
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　基礎原理となっているのはボイル・シャ

ルルの法則だ。一定温度下で、一定量

の気体の体積は圧力に反比例する、とい

う法則である。

「簡単に言えば、圧力×体積、または圧

力×容積は一定なんです。ですからス

ピーカーから音を発生させ、圧力変動を

起こし、機器に内蔵したマイクロホンでセ

ンシングするという構造によって計測を

実現しています。厳密に言えば校正器か

らの情報をもとに数値を算出していくわ

けです。言い換えれば、算出した数値を

人工的にかけた圧力分で割れば容積や

体積が出てくるというもの。イメージとし

ては密閉された空間内で圧力の変動を起

こし、その変動を音のセンサーで拾うと

いう感覚ですね」

マイクロホンの温度特性を
どう理解し、克服するか

　90年代後半に登場したこの音響式容

積計・体積計だが、機能は着実にアップ

デートしながら歴史を紡いできた。中で

も大きな機能変更は温度変化への対応

マイクロホンは同じように見えても、温度

の変化によって反応が微妙に異なるわけ

ですね。たとえば騒音計は1台につき

マイクロホンが1本設置されているだけ

ですからこの温度特性は、さほど問題と

なりません。でも音響式容積計・体積計

には1台につき2本のマイクロホンが必

要です。ですから個々のマイクロホンの

温度特性を揃えておかなければ測定値に

バラツキが出てしまうのです」

　そこで井關が取り組んだのは温度に

対する感度特性が揃ったマイクロホンの

ペアリングを検討するという作業だった。

「30個のマイクロホンがあれば、その中

から似たような温度特性を持つマイクロ

ホンを探して2つのペアにしていくという

作業です。このペアリングが上手くいくと、

周囲の温度が変化しても極めて誤差を少

なく計測できるわけです。機能向上後は

1℃の温度変化に対して0.1 mL以内の

変動で収まるようになったのです。温度

特性に着目してマイクロホンを選定するこ

とで、こうした精度の高い測定が実現で

きるようになったわけです」

である。この温度変化への対応機能はど

のように追加されてきたものなのか、井關

はこう説明する。

「私は今から15年ほど前、この音響式

容積計・体積計を製作する特注部門に所

属していました。その頃、課題となってい

たのが温度変化への対応です。温度が

変わってしまうと、測定値が変動してしま

うという欠点があったんです。そこでこの

課題を改良すべく、様々な検証をしたり、

部品レベルでの設計を見直したりといっ

た業務に関わったんです。この改良を実

現するまでには半年ほどかかりました。

前任の方がアイデアは持っていたんです

が、販売する製品にそのアイデアをどう注

入して実装するかを私が担当したんです」

　機器の内部を見てみると2つのマイク

ロホンが設置されている。このマイクロ

ホンにある温度特性が、問題の核心だっ

た。性能を向上させるためには、この温

度特性を克服しなければならなかった

のだ。

「同じ部品、工程で作られたマイクロホ

ンでもそれぞれのマイクロホンには温

度特性というものがあるんです。個々の

音響式容積計の断面図

音響式体積計の断面図

コントロール
ボックス

基準槽容積 V1

正弦波信号
連通管

アダプタ

取手 マイク1
マイク2

スピーカ

測定槽被測定物
（体積 V）

コンピュータ
USB

e1

e2

V2 ⊿P2

ｰ⊿P1

コントロール
ボックス

基準槽容積 V1

正弦波信号
連通管

アダプタ

取手 マイク1
マイク2

スピーカ

燃焼室 V

シリンダヘッド

コンピュータ
USB

e1

e2

V2＝V0 +V

V0

⊿P2

ｰ⊿P1
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メーカーからの依頼で音響式容積計の

開発へとつながっていったという。

「石井教授は、ゆりかごのような容器に赤

ん坊を入れ、数秒で体積を測れるような

機器を目指していたんです。その基礎的

な原理が現在の機器につながっているわ

けですね。いずれにしても水に濡らすこ

ともなくドライな状態で、しかも短時間で

容積、体積が計測できるこの機器は画期

的だと思います」

　現在はエンジンの容積やゴルフボール

のディンプル検査、分銅の体積を測ると

いった限られた用途に留まるこの機器だ

が、今後、どのような分野に活用できる可

能性があるか、平尾氏に聞いてみるとこ

んな答えが返ってきた。

「音響によって表面積を計測しようという

試みは近年、ありました。たとえばギア

（歯車）。ギアの表面はギザギザしている

でしょう。この表面積を正確に計測する

のに定規では測れませんよね。製造工

程上、このように複雑な形状をしたギア

の表面にコーティングをするにあたって、

事前に必要なコーティング剤の量を割り

出すため、正確な計測が必要なんです。

赤ん坊の体積を測る、という
元来の目的

　音響式容積計・体積計の仕組みはもと

もと、東京大学工学部音響研究室の石井

教授とそのグループが考案したものだっ

た。現在、小林理学研究所で音響振動

の研究を専門とする平尾善裕氏はこの石

井教授のアイデアが製品化につながった

流れに詳しい一人だ。平尾氏はこう話す。

「この音響式容積計・体積計の原型は、

実は赤ん坊の体脂肪率を知るために体積

を測るという目的で石井教授が考案した

アイデアでした。石井教授は大きなチュー

ブのような容器に赤ん坊を入れ、音を使っ

て体積を測るという仕組みを実用化しよ

うとしていたんです。この計画は結局、実

用化に至らなかったもののノウハウは蓄

積されました。そして石井教授が退官さ

れた後、製品として初めて作られたのが

分銅の体積を測る機器だったのです」

　この機器は1995年に産業技術総合研

究所、計測科学研究所、小林理学研究

所、リオンが共同で開発、発売したもの。

そしてこの後、日本の大手エンジン製造

結局、実現には至りませんでしたが、今後、

音響を利用して何かを測るという機器が

登場する可能性は大いにあると思います。

音で変形しない対象物であれば理論上、

ドライな状態で、しかもスピーディに正確

な計測ができるわけですからね」

　今回、フォーカスした音響式容積計・

体積計は決して世界中で広く利用されて

いるものではないが、このような機能を切

に求めていた業界においては間違いなく

重要な役割を果たす機器となっている。

あらためて、この製品の意義について問う

と、平尾氏はこう口にした。

「まず石井教授の理論が画期的であった

ということは間違いありません。そしてこ

れを実用化しようと関わった皆さんの知

見、努力にも敬服いたします。そして何よ

り、実用化には至らなくともそのノウハウ

が確実に蓄積され、後の時代に継承さ

れ、形や目的は当初の考えと異なったと

しても、社会に貢献する製品として世に出

たことは素晴らしいことですよね。私自身

も少なからずこのような製品の開発に関

われて、あらためて嬉しく思います」

測定原理

「一定温度下で、一定量の気体の体積 
V は 圧力 P に 反比例する」というの
がボイル・シャルルの法則。音響式容
積計・体積計ではこの法則に則り、校
正器を使用して、圧力の変化を人工的
に発生させることで、容積、体積の計
測を可能としている。

マイクロホン 

機器内部に使用されるエレ
クトレットコンデンサマイク
ロホン。このマイクロホン
が圧力変動を検出し、それ
らの比から容積、体積が算
出される。

V2 V1
⊿P1

⊿P2
= -V V2 V0=（V1：一定）

γ ⊿V=⊿P1

P0

P0

V1
γ ⊿V=⊿P2

P0 V2

（V0：一定）

（圧力）×（体積） = 一定 （γ は空気の比熱比：1.4）

：槽内の静圧（大気圧） ⊿P1：基準槽内の微小圧力変化

⊿P2：（容積計）アダプタ内と被測定物を合わせた空間の微小圧力変化
（体積計）アダプタ内および測定槽と被測定物のすき間を合わせた空間の微小圧力変化

γ
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平尾 善裕
一般財団法人小林理学研究所 主任研
究員 博士（工学）。音響計測用のマイク
ロホンや騒音計、加速度センサーなど
を使用し、機械、建造物、道路交通、航
空機などの騒音振動計測に従事するエ
ンジニア。かつてリオンへの出向時に音
響式容積計・体積計の開発に関わる。



【VM-55】（2015年）
カラー液晶ディスプレイを備え、より現場で使いや
すく進化した振動レベル計。プログラムカードによ
り、振動の波形収録、1/3オクターブ実時間分析が
3方向の受感軸で同時処理可能。振動測定マニュ
アルに沿う計測にも対応。
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昭和の時代、成長する経済とともに社会問題化したのは騒音や振
動による公害。このような時代の要請によって生まれたのが、振動
レベル計であった。今回は、リオンが長年開発を続ける振動レベ
ル計に着目し、計測器開発に詳しいリオンスタッフとともにその歴
史をひもといていく。

「人が感じる振動」に
 寄り添うために 。

HISTORY OF TECHNOLOGY

振動レベル計第四回　

リオンの技術史

取材・文 /石川玲子
撮影/赤羽 佑樹
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振動レベル計開発の黎明期

　1967年に公害対策基本法が制定され、大気汚染、水質汚濁、土壌汚

染、地盤沈下、悪臭に加え騒音と振動が典型7公害に指定された。当時

はまだ、振動の測定基準や評価指標が統一化されていなかった。転機

が訪れたのは 1968年。当時の環境庁が中心となって多くの調査と研究

が進められ、守田栄先生をはじめ、時田保夫先生や五十嵐寿一先生ら、

小林理学研究所（リオンの設立母体）の貢献によって、JIS C 1510 振動

レベル計、JIS Z 8735振動レベル測定方法が規格化された。それによっ

てリオンが振動レベル計の製品開発にいち早く取り組むことができた。

一般的な振動計（加速度センサ）は振動の大きさや周期的変化を物理

量として算出するのに対し、振動レベル計は測定した振動に人体の振動

感覚を掛け合わせて「振動レベルLv（単位dB）」として数値化するのが

特徴である。

　振動レベル計の開発に携わったスタッフに歴史を伺った。「振動レベ

ル計は半世紀ほど前に、社会環境を背景として日本で開発され、世界に

先駆けて製品性能が日本産業規格（ JIS）で制定されました。測定器や

評価方法、基準や限度値が振動規制法に定められ、特定計量器として

計量法にも取り入れられています。その製品開発と普及にリオンが当初

から関わり、先代の方々の技術や知見が受け継がれ、ニーズに沿って進

化してきた製品です。」

世界に影響を及ぼしたリオンの技術と思想

　振動公害に向けた振動計として 1967年に「公害用振動計VM-12」が

販売された。振動の感覚特性を備えるが、時間重み付け特性にFast、

Slowを搭載するほか、速度の単位も有していた。1974 年にリリースさ

れた「VM-14B」は、記念すべき型式承認第一号、日本産業規格に適合

する振動レベル計である。鉛直、水平3方向の受感軸を持ち、人間の振

動感覚閾値を下回る 30 dBからの測定を可能とした機種である。

「日本で 1976 年にJIS C 1510『振動レベル計』が制定されています。国

際的にはその 2年前の 1974 年にISO 2631「全身振動の評価方法」が

制定されていますが、この歴史において、日本の研究者や関係者たちの

それまでの研究成果が海外で評価され、国際標準化機構（ISO）制定に

貢献したと聞いています。振動レベル計の開発に携われたことは誇らし

い部分ですね。その後も、時代の流れ、技術の進歩に応じてリオンは、

振動レベル計を着実に進化させてきています。」

【VM-12】（1967年）
振動公害調査のため、地盤振動の測定を主目的とする振
動計として開発。日本音響学会で提案された振動レベル
規格案に沿って設計し、人体感覚を考慮した値のほか振
動速度、振動加速度を直読できる。測定下限は45 dB。
振動レベル計の前進。

【VM-14B】（1974年）
型式承認第1号の振動レベル計。振動ピックアップは重
さ800ｇ程のPV-83。最大値レベルホールド機能を備
えた。

【VM-16】（1976年）
鉛直、水平3方向の同時測定を実現した振動レベル計。
3つの入力チャンネルを持っており、3地点同時測定が
可能。これにより距離による振動減衰が観測可能。バッ
テリーおよび交流電源、直流電源の3電源方式。

8

蓮見 敏之
入社以来およそ20年に渡り、主に振動
計開発、騒音計開発に関わる。振動レ
ベル計VM-53/VM-53A、3軸振動計
VM-54などの開発では重要な役割を果
たした。現在、微粒子計測器事業部を
けん引する。

山下 広大
技術開発センター 製品開発室 音響振
動計測器開発グループ。騒音計、振動計、
分析器など、さまざまな測定器開発を
受け継ぐ若き開発担当者。ISO TC108 
SC4 『機械振動・衝撃の人体振動への
影響』国内委員を務める。

　そして、「VM-16」では 3方向の受感軸を持つ振 動ピックアップ

PV-83 を接続し、3方向を同時に測定できる機種に変貌。次いで

「VM-51」では 4ビットのマイクロコンピュータを採用し、表示ではアナ

ログメータ以外にデジタル表示も搭載、パソコンとのシリアル通信やプ

リンタ印字も可能とし、以降「デジタル化」を加速させていく。

　「VM-52/52A 」では振動ピックアップの接地面による共振の改善に

向けて圧電素子を含めた全面改良を実施。PV-83 と同等感度で重さを

半分以下にした小型のPV-83Bを開発する。さらに長時間測定の要求

が高まるなか、メモリカードに測定値が記録できるタイプも開発し、そ

のデータをパソコンで管理するアプリケーションソフトもリリースする。

これにより振動の測定が、連続したデータの監視を可能としていく。

　そして「VM-53/53A 」では振動ピックアップにおける圧電素子の面

精度を向上させることで温度変化に対する安定性向上に成功したPV-

83Cを開発。本体部にDSPを搭載することでデジタル信号処理や高度

な演算処理によって振動レベル値の測定だけでなく、オプションプログ

ラムを用いることで後分析が可能な実振動データの収録や1/3オクター

ブ分析処理が測定と同時に可能となっている。「VM-53/53A 」の開発

当時を振り返った。

「お客様や市場の要求が何かを常に考えていました。現場の振動対策に

は今後分析がより身近に必要になると考え、振動レベル計に液晶ディス

プレイを 2 つ搭載して分析画面も同時に表示するようにしました。ま

た、住民の苦情の中には一日に一度その事象が出るか出ないかというも

のもあります。より長期間の測定や記録を実現し、その振動の変化をパ

ソコン上で確認し、日報や週報を作成する管理ソフトウェアも手掛けま

した。」

また 2015年には、JIS C 1517『振動レベル計―取引または証明用』に

適合する振動レベル計「VM-55」をリリース。振動レベルおよび振動加

速度レベルの瞬時値や時間率レベル、時間平均レベル、最大値・最小値

を 3方向同時に測定できる機能を装備し、防塵防水性能IP54 の性能を

持つ。

　さらに海外の人体振動に関する国際規格ISO 8041 やISO 2631 に向

けた「VM-54」、ISO 8041、DIN 45669-1 に適合する「VM-56」といっ

た機種も順次リリース。振動レベル計をベースにし、演算処理を変更す

ることで海外への対応を実現している。

「人の感じ方」を追求し続けて

　リオンの振動レベル計の特徴は、振動ピックアップ、本体部、アプリ

ケーションソフトウェアまで全て自社で開発・製造している点である。

世界に先駆け「人が感じる振動」に着目してきたリーディングカンパニー

ならではの経験が、他にはない強みの一つとして挙げられるだろう。振

動レベル計開発の黎明期から現在まで、振動とはどのように知覚され、

どのように測定器が効果的な計測、評価や対策に繋がるかを常に模索。

この根本思想が、リオンにおけるこれからの振動レベル計開発において

も、市場や社会環境をリードしていく力となって今後の振動レベル計の

開発にも受け継がれていくだろう。

【VM-51】（1988年）
マイコンが搭載された初の振動レベル計。メータ内にデ
ジタル表示も備え、基本性能と使いやすさを主要課題と
して開発したモデル。パソコンとのシリアル通信や専用
のプリンタで測定値の印刷出力も可能になった。

【VM-52A】（1994年）
メモリカード（SRAM）機能を初めて搭載し、長時間の
データが記録可能。大型液晶ディスプレイを搭載し、使
い勝手の良い機種。1993年改正の計量法に対応。
（写真はVM-52）

【VM-53A】（2003年）
メモリカード（CFカード）の採用により、長期間のデータ
記録が可能。液晶ディスプレイを2 つ搭載し、分析画面、
レベル波形、演算値などの多彩な表示が可能。デジタル
信号処理により高精度化、高安定化を実現。
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【VM-51】（1988年）



まずは風間さんの業務内容から教
えてもらえますか？

 私の仕事は騒音計の開発です。
伝統的に作られてきた機器、技術を

継承しながらも新たな価値を足してい

く。過去から未来につながっていく製

品だと思っていますし、リオンの中で

も大きな事業のひとつですのでプレッ

シャーも大きいですね。具体的にはセ

ンシングにあたるマイクロホン、それ

を伝える電気回路、デジタル処理、こ

れを見える化するアプリケーション、

大きくはこれら 4 つの要素について研

究、開発しているのですが、4 つのパ

ワーバランス、コストバランスを検討

することも業務上、大きなテーマです。

優れた製品を作っても価格がものすご

く上がってしまえばビジネスとしては

成立しませんから。

これからの時代、騒音計開発にお
いて予想される変化については？

 以前、騒音計は「測る」もので、

言わば定規と同じでなくなるも
のではないという顧客の声を聞きま
した。しかし、顧客の需要も変わって

きています。有線であったものを無線

にしてより使いやすくしたり、インター

ネットに接続して新しい価値を生み出

したり。機器自体の金銭的コストはも

ちろん、作業コストも下がった方が喜

ばれるでしょう。そのようなニーズに対

応しながら私たちも変化していかなけ

ればならないと考えています。

矢口さんの業務はどのような内容
でしょうか？

 私は、主に半導体デバイス
開発の現場で使われる液中微粒子計

の研究開発に関わっています。半導体

デバイス自体がどんどん微細化の方向

に進んでいるのに伴い、微粒子計もよ

り小さな粒子を検出したいというニー

ズが高まっています。半導体デバイス

にはデザインルールといって言わば配

線の幅の規定があるのですが、これが

5 nm、7 nmといったレベルなんです。

一方で微粒子計は最先

端の機器でも計測可能

な最小の粒径が 20 nm

ですから、半導体開発

の現場に対応しきれて

いないと言えます。

これ からの 時 代、さ
らに微 細な粒子を計
測する必要に迫られ
るということになりま
すか？

 その通りです。ただし、半導体
の微細化はこのまま 1 nmレベルまで

進むとも言われていて、微粒子計測の

側としても微細化の方向を突き進ん

でいくだけでは 限界がくる ので、
別の方法を模索しているんです。ひと

つのアイデアとしては粒子を測定で

きないのなら、半導体開発の現場で

利用される液体は純水や薬液ですが、

この中の粒子を計 測するのではな

く、液体そのものの特性を管理して

いくという方法です。ただそのよう

なアイデアを具現化していくにはど

うすればいいか、方向が定まってい

るわけではありません。

液体自体を管理していく方向にシフ
トすれば半導体開発の現場で微粒
子計測の必要がなくなる可能性も？

 そうですね、不純物が存在し
えないような高度な液体の管
理ができれば、微粒子計測のニーズが
減少することはあるかもしれません。

でもそれは最先端の話であって、コス

ト的にそこまで高度な管理が難しい領

域では微粒子計測のニーズが当分、あ

りつづけると思ってはいます。要は需

要が多様化していくということです。

ところで、異なる分野の技術者同士
が意見を交わす場はリオンの中で
設定されているのですか？

 はい、社内では「横串活動」
なるものを定期的に開催しています。

私は 10年ほど信号処理に関わってき

たのですが、補聴器にしてもオージオ

メータにしても信号処理はどの製品に

も含まれる技術です。異なる観点から

互いの技術を知り、アイデアを出し合

うことはとても有意義です。ただ医療

機器や環境機器、微粒子計測器など、

リオンの事業は専門性が高く縦割り
で、それぞれが歴史を作ってきたと

いう背景もあります。これらを横串
でつなぐというのはなかなか
難しいことでもあるんです。どうす
れば異なる分野の技術者同士で知を

共有して新たな価値を生むことがで

きるかと考えた時、まずは「共通理解
風間 亮介
技術開発センター 製品開発室 音響振動計
測器開発グループ。環境計量士（騒音・振動）。
2011年入社以来、音響振動関連の計測器開
発に関わる。

ミライの技術、  　ミライのリオン
FUTURE TALK SESSION
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を持つこと」だと思っています。つま

り相手の業務、課題に対して積極的
に関心を持つ、理解するという姿
勢です。

 本当にその通りだと感じます。
交流の一歩として横串活動があると思

うんですが、これから先は、組織と個

人、それぞれでどう交流していくかを

考え、意識改革していく必要があり
ます。現状、電気系とかセンシングと

か解析といった機能毎に横串活動が始

まってきました。でもただ参加して話を

聞くだけではなく、互いの話をきちんと

理解できる状態にまで持っていく必要

があるでしょう。リオン全体で見れば、

それぞれの技術を共有することは
非常に重要で、たとえば微粒子計の設

計であればセンシングの部分は他セク

ションとなかなか共有できない技術が

多いですが、その先の電気回路やデジ

タル処理といった分野では良いアイデ

アを共有できるんじゃないかと感じて

います。実際、微粒子計では最近導入

した技術が、騒音計の分野ではかなり

前から利用されていたということがあ

りました。ただこうした知識の共有は、

組織任せでも個人任せでも上手くい

かないと思っていて、どうすればこの

共有を推し進めて行けるか、組織も個

人も良く考える必要があります。

 縦割りの中でやるべきことがも
ちろんたくさんある中で、横の連携を

取っていくのはなかなか難しいです。

私は身の回りのエンジニアに「サバ
イバル力」が大切だとよく言うんで
すが、これには色々な意味を込めて

いて、知らないことを知ることに貪欲

であるとか、そのために勉強を継続

する根気や体力であるとか。さらに

は自分の「枠外」への興味を持つこと

です。デジタルの信号処理に関わっ

ていてもアナログ回路に興味を持つ

とか、社内で開発を続けていても外

へ出て顧客の要望に関心を持つとか。

自分の枠をここまでと決めてしまえ

ばそこが限界になってしまいます。

そのようなサバイバル力を発揮する
とどんな未来が見えてきますか？

 リオン社内でよく言われている

のが「つながる」というキーワード。
たとえば、もともとある製品とパソコ

ンとをつないでひとつのソリューション

にしていくように、ある製品や技術を関

わりのなかった分野に持っていき、これ

まで知らなかった世界とつながっ
ていくということも有益でしょう。音
をセンシングして見える化する製品を

開発するのが今の業務ですが、

音の見える化と全く別の分野

の見える化がつながることに

よって、新しい価値を生
むという可能性もあると思
います。

 リオンでは多様なセンサーを
作っているわけですからこれらを様々

な場所に設置し、そこから得られた結

果をビッグデータとして解析して新し

い価値を生む。抽象的ですがそんな

ことがリオンで実現できればとても面

白いと思います。個人的には微粒子
計測の世界と音関係の技術を
コラボさせて何か新しいことをやっ
てみたいと考えています。現状、半導

体デバイス市場がビジネスのメイン

ターゲットになっていますが、将来的

にはリスク分散を考えなくてはなりま

せん。リオンの技術者は、必死に新
しい分野を模索していかなければ
なりません。

 そうですね、そのためには当た
り前のことかもしれませんが、顧客と

接したらニーズを汲み取ってそれを具

体的な形にしていくことは未来におい

ても大切です。顧客が困っていること

をひた向きに解決していく。技術の
本質はそこにあるわけじゃないです
か。顧客がこうしたいと思っているな

ら、なるほど、じゃあこのような機器、

仕組みを作るのでぜひ使ってみてくだ

さいと。社会が多様化してニーズも多

様化するわけですからリオンのやるべ

きことはどんどん増えてくるはずです。

自分としても会社としても枠に囚われ

ず、自由な発想で理想を形にしていく

という気持ちが必要だと思います。

ありがとうございました。

矢口 博彬
技術開発センター 要素技術開発室 微粒子セ
ンサー開発グループ。2013年入社以来、生
物粒子計数機の研究開発に関わり、2019年
からは液中微粒子計測の分野に没頭する。

ミライの技術、  　ミライのリオン
FUTURE TALK SESSION中堅エンジニアたちのトークセッション

騒音計測、微粒子計測の分野で活躍する二人の中堅技術者が、
未来の技術やリオンの未来について議論。最先端の現場から
考察する未来の展望とは？
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補聴器の専門知識を有する
「認定補聴器技能者」が多数在籍するリオネットセンター新宿。
人々の「聞こえ」を最前線で支える専門店のエキスパートにインタビュー。

はまず「無料お貸出し制度」を利用いた
だいている。
「お客様の中には、音は聞こえるのだけ
れど言葉としては聞き取りづらいという
方もいらっしゃいます。それは蝸牛とい
う内耳の感覚器官の衰えによって起こる
のですが、言葉が濁ったように聞こえて
しまう。残念ながらそれを補聴器で改善
するには限界があるので、そういったこ
とも含めてお試し期間を設けています」
　家庭や仕事場など、普段の生活環境
で使用しながら、1週間〜10日おきに
来店してもらい、フィッティングを繰り返
す。高い性能の補聴器は数十万円と決
して安いものではないので、購入希望者
にとっても安心の制度だ。

「聞こえ」のエキスパートが常駐

　医療機関から補聴器を推奨された顧
客には、まずどんな目的で補聴器を試し
てみたいと思ったのかなどをカウンセリン
グする。次に、一人一人に適した補聴器
を提案するために聴力測定だけでなく、
言葉の聞き取りなど様々な観点からお
客様の聞こえを調べる。そして、顧客の
聞こえの状態や生活スタイルなどから補
聴器を選びフィッティングする。その際、
様々な音を聞きながら聞こえの状態や装
用感を確認。補聴器を着けた状態でも
再度聞こえを測定することで、主観的に

安心の「無料お貸出し制度」で
敷居を下げる

「リオネットセンター新宿の役割は大きく
分けて二つあります。一つは店舗での補
聴器販売・修理などの顧客対応、もう
一つは病院の補聴器外来で、補聴器を
お試しいただくお手伝いをすることです。
店舗での修理に関しては、専門スタッフ
が 5名常駐しており、簡単な修理であれ
ば 1時間半ほどで完了します。一般的
に補聴器の修理は 1週間近くかかるの
で、近隣のデパートでお買い物をしてい
る間に修理を済ますことができるのは利
便性が良いと、多くのお客様にご活用い
ただいています」と話すのは所長の榎澤
渉。リオンに 30年以上勤続し、長年
「聞こえ」に向き合ってきたエキスパート
だ。コロナ禍前は一日に100人近く来客
があったという。
「当店は、基本的に補聴器を購入する前
に耳鼻咽喉科医の受診をお願いしてい
ます。難聴の原因によっては治療可能な
場合もあるので、診断を受けて補聴器が
適応と判断された方にご来店いただいて
います。初めて来店された場合、相談か
ら補聴器の試聴までの所用時間は 1時
間半から2時間程度。測定やフィッティ
ング（調整）を終えた上でお客様に合っ
た補聴器を1ヶ月程度お貸出しし、その
上で購入を決めていただきます。補聴器
を購入するまでの間は基本的に費用はい
ただいておりません」
　補聴器を初めて着けると自分の声や、
咀
そしゃく

嚼音、雑音がうるさいなどのわずらわし
さが出ることがあるため、購入希望者に

も客観的にも補聴器の効果を確認する
ことができる。
「補聴器をご提案する際に一番重要なの
が“フィッティング”です。雑音一つでも
お客様それぞれ感じ方が違うので、カウ
ンセリングをしながらお客様にとって快
適な聞こえになるようにフィッティングす
ることが大切なんです。当店では、私を
含めた15名の認定補聴器技能者が、お
客様をしっかりとサポートしています」
　認定補聴器技能者の資格を取るため
には、補聴器の電気的性質や音響的知
識、フィッティング理論、医学的知識、
関連法規など多岐にわたる分野を約4
年かけて学び、認定試験に合格する必
要がある。日本において補聴器のプロ
フェッショナルがこれだけ在籍している
店舗は他にない。
「店内も広 と々した設計にしており、半個
室のブースで聞こえのお悩みをじっくり
お伺いできます。我々がサイバーブース
と呼んでいる3つの個室では大画面の
モニタを設置しており、家族の方も一緒
に補聴器のことを理解していただけるよ
うに配慮しています」

リオネットセンター新宿、探訪

榎澤 渉
医療機器事業部 営業部 リオネットセ
ンター。1991年入社。補聴器製造課
で11年補聴器の製造に携わり、その
後病院営業などを経て現職。「補聴器
の専門店は敷居が高いと感じられる方
が多いので、説明やフィッティング、ア
フターメンテナンスなど全てにおいて
お客様にご満足いただくために日々努
めています」

待合室
店内は空港のラウンジや
ホテルのロビーをイメー
ジした設計で居心地の良
さを追求。3台の大型モ
ニタには修理状況、店舗
最新情報、テレビ番組が
映され、快適に過ごすこ
とができる。

認定補聴器専門店「リ
オネットセンター新
宿」は、世界初のデジ
タル補聴器を開発し
たリオン株式会社の
直営店。新宿駅、代々
木駅からともに徒歩5
分という利便性の良い
立地も魅力。

認定補聴器専門店「リオネットセンター新宿」
1961年に東京・神田にオープン。1966年に新宿に移転し、
2020年に旧店舗近隣に新装オープン。補聴器の「無料お貸出
し制度」や補聴器の効果測定など、医療機関と連携しながら
半世紀以上にわたり、聞こえに関する悩みに応え続けている。

人々の「聞こえ」を支える最前線SPECIAL REPORT
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取材・文 /横田 可奈

丁寧なカウンセリングで
個々に合わせた補聴器を提案

　入社6年目の福田奏子は今年の春に
晴れて認定補聴器技能者の資格を取
得。顧客に寄り添った細やかな接客で
成果を上げている。
「知識面、技術面、どちらも普段の業務
の中で学ぶことが本当に多いので、日々
勉強です。お客様の聞こえのお悩みも
様々なので、カウンセリングの時間を丁
寧に、大切にすることを心がけています」
　家族とのコミュニケーションが取りづ
らい、仕事中の重要な会議の内容が聞き
取りづらい、俳句やギターなどお稽古事
の際に先生の話が聞き取りづらいなど、
補聴器を求める人の聞こえの悩みは実
に様々だ。カウンセリングの際、福田は
「聞こえ方」の具体的なお悩みやご要望
を丁寧に聞き取る。
「コロナ禍で外出の機会が減ってしまい、
コミュニケーションを億劫に思われてい
る一人暮らしの年配の方もいます。そう
いった方々に補聴器を着けていただくこ
とで少しでも人と繋がれたり、会話をす
ることを楽しんだりしてもらえたら嬉しい
ですね」
　補聴器の種類は大きく分けて、耳の穴
に収まる「耳あな型」、耳の後ろにかける
「耳かけ型」、ポケットに入れたり首から
下げたりして使う「ポケット型」の 3種類。
それぞれにデザインや機能の異なるバリ
エーションがあり、試聴やフィッティン
グを繰り返しながら顧客に合った補聴
器を提案する。
「騒がしい環境下での会話を重視したい、

音にメリハリをつけて聞こえの向上を図
りたいなど、お客様の要望をかなえるた
めの様々な機能を持った補聴器を揃えて
います。最近では既製品ではなく一人一
人の耳の形に合わせてつくる耳あな型の
オーダーメイドタイプを選ばれる方も増え
ましたね。目立ちにくさはもちろんですが、
自分の耳にぴったり合う自然な装用感や、
鼓膜に近い場所に収まるので耳本来の自
然な聞こえを可能にするので人気があり
ます。また、コロナ禍では補聴器を着け
ているとマスクの着け外しが不便という理
由から、耳かけ型から耳あな型に買い替
える方も増えました」

補聴器が家族の絆を
取り戻すツールに

　オンライン授業やリモートワークが増
えたことで補聴器の「聞こえ」のフィッティ
ングの相談も増えた。販売して終わり、
ではなく販売後のアフターケアも大切だ。
「購入されたお客様には、クリーニングや
メンテナンスなどでだいたい 3〜 4ヶ月
に一度ご来店いただいています。もちろ
んお客様のご負担にならない程度にで
すが。補聴器を長く使っていると、買い
替えのご提案やその後のアフターケアも
必要です。お客様とは長いお付き合い
になりますので家族の一員になった気持
ちで接しています」

　たくさんの顧客と接する中で、心に残
る感動的なエピソードも蓄積されていく。
「お年を召した女性のお客様のお話で
すが、最初に当店にいらしたきっかけが
タクシーの運転手さんの紹介だったこと
があったんです。最近耳が聞こえにくい
という話をタクシーの中でされたそうで、
タクシーの運転手さんからこの近くに補
聴器専門店があると聞いて来てくださっ
たんです。その日は補聴器を貸出した
のですが、もし購入するとしたら高額な
ものなのでご家族の方に相談されること
をお勧めしました。しかし、娘さんとの
仲があまり良くないということだったんで
すね。会話がしづらいことも原因だった
ようです。その後、補聴器を購入してい
ただいたのですが、ある日アフターケア
で娘さんと一緒に来店してくださったん
です。会話がスムーズになることで心を
繋げることもできる。補聴器というツー
ルが家族の絆を取り戻すきっかけにもな
るって素敵なことだなと感じました」

福田 奏子
医療機器事業部 営業部 リオネットセ
ンター。2017年入社。リオネットセン
ター新宿では顧客に寄り添った接客ス
タイルで成果を上げている。「聞こえ
の問題はコミュニケーションの妨げに
なってしまうので、補聴器がもっと馴
染みのあるイメージになるよう努めて
いきたいです」

相談ブース
店内には 9つの相談ブースを設置。来店人数に合
わせたさまざまな広さのブースを用意しており、家
族などで来店されたお客様には大画面モニタのあ
るサイバーブースで応対。

修理室
補聴器の内部まで熟知した専門スタッフが常駐。目
では確認できない細部の汚れからわずかな音の変
化までも見抜く高度なスキルで即日対応も可能。

測定室
聴力測定や補聴器の効果測定は密閉された防音室
で行う。リラックスして測定ができるよう、スペース
を広く取り、ゆったりとした空間に。

生活音を再現する「環境シミュレータ」
店内にいながらさまざまな環境音を擬似体験できる「環境シ
ミュレータ」を完備。道路・駅・車の中・喫茶店など全22種類
の音源を使用し、補聴器の機種ごとの性能差や、片耳装用と両
耳装用の違いを、補聴器購入前に試すことができる。
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今回の訪問先 : 株式会社 奥村組　技術研究所
の巻「音の聴こえ方」を探る

見聞！ リオンの製品とひとびとの暮らし

14

なんだか物憂げならラビコ。「将来」について
夢想するうち、「快適な室内環境」について研
究を続ける奥村組さんへ向かうことに。さて、
どんなお話が聞けるのでしょうか？

株式会社 奥村組　技術研究所

1907年創業の歴史ある建設会社「奥
村組」。先進的な取り組みで快適な室
内環境について多角的に研究を重ねる
技術研究所では、完成建物の音環境を
再現し、試聴することができる「音環
境プレゼンテーションシステム」を開発
した。交通騒音や空調設備に起因する
室内騒音など、様々な音源に対する遮
音性能のほか、室内で生じる音の響き
方など、建物の設計段階で考慮すべき
音環境を再現、試聴することができる
システムだ。本システムは快適な室内
環境づくりを実現する上で重要な役割
を果たしている。

マンガ：土屋多摩

精密騒音計 NA-28

リオンの騒音計は、快適な室内環境の構
築に大きく貢献する。精密騒音計「NA-
28」はオクターブバンドと1/3オクターブ
バンドの同時分析が可能。USB接続に
より本体をリムーバブルディスクとして
認識する機能も備える。建築音響カード
「NX-28BA」を使用すれば、建築物の
空気音、床衝撃音遮断性能測定などを
簡便に行うこともできる。
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韓国といえば焼き肉！
スタッフもみんな焼き肉が大好き。

京畿道にあるオフィス周辺の風景

京畿道にある人気の観光スポット「韓国民俗村」。
映画やドラマのロケでも利用される場所だ。

韓国最大のテーマパークとして知られる「エバーランド」
も京畿道にある。

韓国

北朝鮮

ソウル

京畿道

釜山

済州島

　1978年にSRTechという会社が立ち上が

り、84 年からリオンとの関係が始まりました。

私がSRTechに参加したのは2011年ですが、

会社としてはもう30年近く、韓国内でリオン

の製品を販売していることになります。扱っ

ているのはリオンの騒音・振動分野の製品。

顧客は環境関連のコンサルタントや国の機

関、警察などから多様な一般企業まで。ソウ

ルから車で約30 分の京畿道という場所を拠

点に、韓国全域を守備範囲として営業活動を

行っています。韓国でどの程度、リオンという

ブランドが認知されているかと言えば、個人

的見解では70% 程度でしょうか。それほど

騒音振動の関係者の中ではリオンの品質の

良さが知られていて、販売活動においてもス

ムーズに進められる場合が多いです。私もリ

オンのハイレベルな品質には納得していて、

私の会社ではリオン以外の製品を販売してい

ません。NL-42やNL-52といった主力の騒

音計は韓国でも高い評価を得ていて、これら

の製品はマーケットの中でも非常に良いポジ

ションを獲得していると感じています。営業

活動を通じて得た顧客のニーズは日本のリオ

ン関係者にフィードバックし、迅速に改良へ

とつなげていただいている点にも満足してい

ます。これからはさらなる軽量化、そしてネッ

トやPCにデータを送信する機能が求められ

るでしょう。このような改良にもリオンの技

術者には期待しているところです。

　韓国でのビジネスの特徴についてお話しま

すと、大きな傾向として、新しい方向を検討す

ることに躊躇しないという点が挙げられるで

しょう。これまでの手法の妥当性を常に確認

し、よりよい方法にアップデートしようとする

意識が高く、新しい機器の導入などにも積極

的なケースが多い。そのような市場環境も私

にとって追い風です。韓国の関係各所にはリ

オンの素晴らしい製品をどんどん導入してい

ただいて、よりよい社会の構築に少しでも貢

献できればと考えています。

　韓国でも騒音が色々なところで問題となっ

ており、騒音計が活躍する場がどんどん増え

ていくのではないかと感じているところです。　

今はコロナの影響で直接、顧客と会う機会が

少なくなっていますが、オンラインによってリ

オンの製品をどうプロモーションしていくかを

検討中です。製品の使い方などオンラインで

提供できる情報は多く、顧客との関係を強固

にしていくためにもこうした取り組みは積極

的に採り入れていきたいですね。

　日本のリオン本社には何度も行ったことが

あり、国分寺には親近感も感じています。リ

オンの方々とも良好な関係を持続できていま

すし、製品の改良にも大変満足しています。

これからも画期的な製品のリリースを期待し

ています。

韓国編
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韓国市場の声を日本にフィードバックし、
新たな製品開発、より良い社会の構築に
貢献したい。

チェ・ジュンヨン Choi Jun Young
韓国・ソウル生まれ、京畿道在住。騒
音、振動関連の製品を韓国内で販売す
る「SRTech」社（韓国）代表。韓国全
域にネットワークを有し、韓国内でも
有数の環境機器販売代理店として知ら
れる。二人の子どもと時間を過ごすの
が目下の趣味。

海外で働くリオンのスタッフやパートーナーによる、
現地の仕事や暮らしについてのレポート。
異国でリオンがどのように貢献しているのか、
かの地での暮らしぶりはどのようなものなのかなどを、
毎号、リレー方式で紹介していく。

FROM OVERSEAS 

SRTech で働く仲間たちと記念写真

　白石二
つぎひと

人は、もう15年ほど、国分寺の子ど

もたちにバレーボールを教えている。地元の

「国分寺十小リトルファイターズ」で監督を務

めているのだ。「以前は私の娘がこの民間ク

ラブで習っていたこともあり、私も応援という

ことでチームの手伝いとして参加するように

なりました。ところが監督が急にいなくなっ

てしまったり、子どもたちの数が減ったりして、

クラブの存続自体が危ぶまれる状況になって

しまった。そんなとき監督をやらないかとお

誘いをいただいて。リトルファイターズは歴

史が長く、伝統のあるクラブです。これを絶

やしてはいけないという思いで引き受けまし

た。報酬云々の話も出ましたが、「受け取れ

ません」と固辞しました。クラブからお金を

もらうと、関係がおかしくなってしまう。まっ

とうに子どもたちと向き合うため、そこは譲れ

ませんでした。おかげで変なしがらみもあり

ませんし、楽しく全力投球できています」そん

な経緯で、自分の子どもがクラブを卒業した

後も監督を続けることに。現在は週二回の

練習のうち、土曜日の練習に指導者として駆

けつけている。

　リオンが本社を置く国分寺近辺は、実は知

られざるバレーボール王国でもある。かつて

は日本有数のクラブである「日立製作所武蔵

工場バレーボールチーム」が小平市で活動を

続けていたこと等もあり、子どもたちからの

高い人気は今でも健在だ。だが、定期的に活

動できるクラブはそう多くない。白石は、バ

レーボールの監督という形で少しでも地域に

貢献できればとにこやかに話す。「リオンで

は地域に貢献する取り組みとして、秋には落

ち葉の清掃、冬には雪かきなどを社員で行っ

ています。いつもお世話になっている町です

からね。色々な経緯があって監督を始めまし

たが、結果としてバレーボールをプレーしたい

子どもたちの笑顔につながっているなら、私

もうれしいですよね」

　リオン入社後すぐに大阪で勤務した後、国

分寺本社へ配属となった白石。国分寺の魅

力をこう話す。「大阪ではとても賑やかな町

に住んでいました。国分寺に住むようになっ

て、緑も多く、畑や寺社などもあってとてもの

んびりとしている雰囲気が気に入っています。

そのような環境で育つ子どもたちはやっぱり

伸び伸びと健康的ですし、国分寺で暮らすリ

オンの社員もせかせかしていないというか、

地に足が着いているというか、落ち着いた性

格の人が多いですよね。国分寺という町だか

らこそ、研究や開発にじっくりと打ち込めるの

だと思います」

　そんな国分寺の町で毎週のように小学生

たちを指導する白石。これからもまだまだ監

督として子どもたちと一緒に汗を流したいと

笑う。「子どもたちの成長って本当に人それぞ

れ。遅い子もいれば早い子もいる。でも、成

長が遅いからといって上手くならないわけで

は決してない。最初は上手くできなくても、

きちんと練習を続けてびっくりするくらい上

達する子だっているんですよ。そのような子

どもたちの頑張りを見て、私も元気をもらっ

ています」

伝統あるバレーボールクラブの存続に一役買いたい
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ホームタウン！

　今回のテーマ

［バレーボールを通じて
地域貢献！］

OUR FAVORITE TOWN KOKUBUNJI　リオンのスタッフがナビゲート 

ブラリ、国分寺巡り
リオンのホームタウン・国分寺を個性豊かなスタッフがリレー形式で紹介する連載企画。
第四回は 、この町で長年、子どもたちのバレーボールチーム監督を務めているスタッフを直撃。
スポーツを通じて、地域を元気にする取り組みにフォーカス！

国分寺市立第十小学校
リトルファイターズの主な練習場。チームは
この小学校に限らず他校からの入部も受け
入れている。国分寺のほぼ中央に位置し、
閑静な住宅街と農道に囲まれたのどかなロ
ケーションが印象的。

My Favorite

白石 二人
経営企画本部 資材部 購買課。各セク
ションと連携を取りながら必要物資な
どを調達する仕事に従事。リオンの
中枢で機器製造を支えるエキスパー
トだ。

❶

❷

❶毎週土曜日はチームの指導。もともとはサッカーのプレイヤー
だったが、いつの間にかバレーボールの指導者になってしまった
と笑う白石。
❷白石が監督を務める国分寺十小リトルファイターズは歴史あ
るクラブ。一時は部員の減少で存続が危ぶまれたが、白石たち
が中心となり立て直した。現在チームは16人で元気に活動中。



4つのウェブサイトをオープンつのウェブサイトをオープン

リオネット補聴器ブランドサ
イトをリニューアル公開。シ
ニア世代もスマートフォンな
どで気軽に情報収集できる
時代となり、多様化する閲覧
環境に対応するため、直感
的にイメージしやすいレイア
ウトに。製品検索機能をよ
り充実させるとともに、現在
地から最寄りの販売店を簡
単に検索できる店舗検索機
能などを導入しました。

リオネット補聴器ブランドサイト

補聴器販売店用サイト　「リオネット セールスポート」
補聴器の販売業務を総合的にサポートするプロフェッショ
ナル専用サイトとして公開。業務に必要な情報を検索機能
でタイムリーに取得し、マイリスト機能による保存・再利用
といったサイクルで日々の販売業務をより円滑に行うことが
可能です。

リオンの［活動報告］
研究発表/解説記事等

◎ 全国補聴器販売店協会機関誌 "FITTING"(134号)［2022年1月］
・イヤホンについて

舟橋 史考(リオン)
◎ 国分寺の未来を描くシンポジウム［2022年1月25日　オンライン］

・グリーンライフ最前線！国分寺の水とみどりを未来へつなごう!
一瀬 論(リオン)、大橋 勇貴(リオン)、山岸 万純(リオン)

◎ 自動車技術会　音質評価技術部門委員会シンポジウム［2022年2月4日　オンライン］
・WG3 活動報告 : ディーゼル車の音質評価（最終報）―ラウドネスとシャープネスの時間変化を伴う燃焼音の主観評価と考察―

中島 康貴(リオン)
◎日本音響学会2022年春季研究発表会［2022年3月9日～ 11日　オンライン］

・コロナ禍における補聴器装用者の困りごと及び調整傾向
弥永 さえ，春田 智穂，細野 枝美(リオン)

・補聴器装用者の訴えと補聴器フィッティングの関係
春田 智穂，弥永 さえ，細野 枝美(リオン)

展示会・学会　  医  医療機器関連 　 環    　 環境機器関連　 微  微粒子計測器関連　　　　  　 （今後の社会情勢等により、出展見合わせになる場合があります。）

医 第123回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 総会･学術講演会　併設企業展示
［2022年5月26日～28日、神戸ポートピアホテル・神戸国際会議場（兵庫県）］　https://www.congre.co.jp/jibika123/index.html

環 日本騒音制御工学会2022年春季研究発表会
［2022年4月21日、オンライン］　https://www.ince-j.or.jp/recital

環 第37回環境測定技術事例発表会
 ［2022年4月27日、大阪産業創造館］　http://www.daikankyo.gr.jp/topics2/2021091301.pdf

環 自動車技術展：人とくるまのテクノロジー展2022 横浜
 ［2022年5月25日～27日、パシフィコ横浜］　https://aee.expo-info.jsae.or.jp/ja/

環 自動車技術展：人とくるまのテクノロジー展2022 名古屋
 ［2022年6月29日～ 7月1日、ポートメッセなごや］　https://aee.expo-info.jsae.or.jp/ja/nagoya/

微 SEMICON West 2022
［2022年7月12日-14日、サンフランシスコ(米国)］　https://www.semiconwest.org/

微 第24回インターフェックスジャパン
［2022年7月13日-15日、東京ビッグサイト(東京都)］　https://www.interphex.jp/ 

セミナー

当社では、音響・振動に関するセミナーを全国各地で開催しています。
ウェブサイトでは開催日や会場、プログラムなど詳細が確認できます。

https://svmeas.rion.co.jp/event/all
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補聴器ユーザー向けサイト
「マイ リオネット」

補聴器利用者や聞こえに関心を持
つ多くの方とのつながりをより一層
強化する会員制サイトおよびiOS・
Android向けアプリを公開。補聴器
を使いこなすための情報や音や聞こ
えに関する幅広い情報・動画を提供
し、ユーザーのニーズに応えます。

医療従事者向けサイト　「リオネット メドポート」
医療従事者向けの会員制サイトとして公開。耳科・聴覚・
補聴器の診療に欠かせない専門的な情報を集約しており、
必要な情報へすぐにアクセスすることができます。動画コン
テンツも豊富にそろえた、時代に沿うウェブサイトです。

IEC1906賞 受賞
「音響機器の国際規格に力を注いで」

舘野 誠　技術開発センター 副センター長

　2021年秋、技術開発センター副セン

ター長の舘野誠が、IEC1906賞を受

賞した（IEC/国際電気標準会議）。こ

の賞は電気・電子技術の標準化および

その関連活動へ大きく貢献した専門家

へ授与されるもの。IEC創立100周年

を記念し、2004年に設立された賞で

ある。

「私は30年ほどIECの会議に参加して

いますが、まさか自分が受賞できると

は考えていませんでした。ですから名

誉ある賞を受賞でき、大変、光栄に感

じています。IECには100以上の専門

委員会があり、私が属するのは電気音

響に関するTC29です。この委員会は

音の計測をベースに、騒音計、補聴器、

聴覚検査を行うオージオメータ、音響

機器の校正に使用する標準マイクロホ

ンに関わる国際規格を制定していくと

いう役割を担っています。具体的には

委員会で国際規格の原案を作り、世界

各国の関係者とすり合わせながら世界

中で利用される規格へと詰めていく活

動となります。TC29には私を含め、約

20カ国から委員が参加しており、皆で

問題を解決、調整しながら審議を進め

ていきます。異なる背景を持つ技術者

や研究者たちと議論、調整をしていく

のは難しいことではありますが、国際的

な規格を作っていく一助となる活動に

はやりがいを感じています。仕事を進

めながら、各国の文化や思想に触れる

ことも私にとっては大きな刺激となって

います。委員会のメンバーとのパーティ

などもあり、良好な関係を築けていま

すが、人間関係だけで仕事を進めるこ

とはできません。国によって規格を取

り巻く事情は異なり、規格を大きく変え

てしまうと世界中で混乱が起き

てしまう。そのため、社会の実

情に合わせて細かく改正しな

ければならず、慎重に議論や調

整を重ねていく必要があるわ

けです。

　海外の専門家たちと接して

いると、リオンの価値というも

のも実感できるようになります。人の聴

覚にはどのような性質があるとか、難

聴になると何がどう変わってしまうかと

いったことを、リオンのスタッフはよく学

んでいますし、世界的にみてもリオンほ

ど聴覚に関するエキスパートが多く集

まっている企業はなかなかありません。

ですからリオンの若い技術者、営業の

方は自信を持っていただきたいですし、

どんどん外の世界に出て様々な人と交

わりながらさらに成長していってほしい

と感じています。努力がきっとよりよい

社会の構築に結びついていくと信じて、

私自身もさらなる技術、知識の習得に

励んでいきたいと思います」

IEC1906賞 受賞
「音響機器の国際規格に力を
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IEC/TC 29 の補聴器のワーキンググループ（Pretoria/South Africa）



EPILOGUE-SCIENCE, SCIENCE!

山川 雄生
技術開発センター 技術資料課。2012
年入社。これまで微粒子計測器のセン
サー開発従事し、最小可測粒径を小さく
する研究プロジェクトに注力した。

Ιθ Ι0
л4 m2

(1+cos2θ)1-
m2 2+4λ4

d6

=
2

愛すべき、悩ましきレイリー

　2012年に入社し、今年で10 年目。2021

年 4月から技術資料課に配属になったので

すが、それまでは技術開発センターで微粒

子計測器を開発していました。専門はセン

サー部分の研究開発です。

※　　　　　　　　　※

　理 科や算数は昔から大 好きで、小 学 校

の自由研究ではラジオを製作したほど。秋

葉原で部品を買ってきて組み立て、電波か

ら生み出される音に感 動しました。当時

テレビで流 行っていた「電 流イライラ棒」

の小さいバージョンも作ったことがあります。

中学の理科の先生が楽しい人で、薬品を混

ぜ合わせて二酸化炭素を発生させたり、少

量の花火を作ったり。物理より化学が好き

で、物質が何から、どのような構造で出来て

いるか、どんな特徴や性質を持っているかと

いうことを知るのが面白かったですね。高

校では水泳部と化学部に入り、大学では生

命工学を学びました。Scrub Nurse Robot

という腹腔鏡下手術支援用ロボットの研究

開発をやっていて、僕はその目の部分を担当

していました。どうやって手術の状況をロ

ボットに理解させるのか、紫外線や赤外線

という目に見えない光を駆使し、ロボットに

認識させるということを楽しみながら研究

していました。

※　　　　　　　　　※

　光に関する研究を長くやっていたことも

あって、リオンが微粒子計測器を開発してい

ることを知った時は嬉しかったですね。医

療機器メーカーに就職したかったのですが、

馴染みのある土地に会社があるリオンは音

や振 動のイメージだったので。面接の時

に「パーティクルカウンタの開発に携わりた

いです！」と言った就活生は珍しいようです

（笑）。

　晴れてリオンに入社し、微粒子計測器の

開発に携わって以降、ずっと長く付き合って

いる数式が「レイリー散乱の近似式」。レイ

リー散乱とは、光の波長より小さな微粒子に

よる光の散乱のことです。空が青く見える理

由も夕日が赤く見える理由も、大気を構成し

ている分子によるレイリー散乱の結果である

ことは有名ですよね。

散乱過程でほとんど波長は変化しないの

で、微粒子計の開発にはこの式を必ず使うん

です。  

※　　　　　　　　　※

　入社当時、液中微粒子計の最小可測粒径

は40 nmでした。 その 後、30 nmを目 指

し、さらに20 nm、さらにその先を目指すこ

ととなりました。微粒子計の開発において一

番重要なのは初期の設計の際に行うシミュ

レーション。測りたい粒子の大きさにおいて、

十分なシグナルノイズ比を確保できる散乱光

を発生させるためにはどういった条件が必

要なのか。そのシミュレーションの際にレイ

リー散乱の近似式を使います。

　レイリー散乱の近似式の最もわかりやす

い特徴は、散乱光の強度が粒子径の6乗に

比例する点です。つまり、粒子径が半分に

なれば散乱光の強度は1/64になってしま

う。40 nmの粒子を測定できるセンサで20 

nmを測定しようとすると、散乱光の強度は

1/64になるので、単純計算ではセンサーの

性能を64 倍にしないと計測できないんで

す。微粒子計の最小可測粒径がなかなか小

さくならないのはこの点に起因しています。 

リオンの微粒子計が30 nmから20 nmを計

測できるようになるのに8 年近くかかってい

ますから、開発には相当長い時間がかかる

んです。「なんで3乗じゃなくて6乗なんだ！」

と悩ましく思うこともありますが、とりあえず

このレイリー散乱の近似式でシミュレーショ

ンすれば正確に計算できるので、今となって

は頼もしい存在ですね。

※　　　　　　　　　※

　光の何が魅力的かというと、これからの

未来を切り拓く上で一番可能性があると思

うからなんです。光って人間が知覚できる唯

一の量子ですよね。量子論は古典力学がそ

のまま通用しない分野で、これからさらに伸

びていく。

　個人的には今「メタマテリアル」という物

質に注目しているのですが、これは光を含む

電磁波に対して、自然界の物質にはない振

る舞いをする人工物質のこと。メタマテリア

ルは光の屈折率を1未満や負の値にするこ

とができるのですが、それを使うと今までの

光にはできなかったことができるようになる

んです。たとえば今 5Gが普及し始めていま

すが、この電波は直進性が強くて障害物に

弱い。そこでメタマテリアル反射板を使うと

電波を迂回させられるんです。ほかにも様々

な研究が進んでいるので、考えるだけでワク

ワクします。未来が楽しみでならないですね。

No. 004

64倍の努力

リオンを支える、理科や数学好きなスタッフたち。この連載
では毎回、理数系のスタッフがそれぞれの「理数愛」を語る。
第四回は「レイリー散乱の近似式」への愛と執着について。理数好きなもので。

リオンスタッフのこだわりコラム

レイリー散乱の近似式
レイリー散乱とは光の波長に比べて十分小さ
な微粒子によって発生し、散乱の前後で光の
波長がほぼ変化しない散乱を指す。光の散乱
強度は上の式によって求めることができる。
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取材・文 /横田 可奈

騒音計など音響計測器の開発現
場では、この「94」という一見奇
妙な数字が重要な意味を持つ。
音は空気を伝わる波（音波）であ
り、音波により生ずる圧力変化
を音圧といい、単位は「Pa（パ
スカル）」で表される。人がかろ
うじて聴こえる最小の音圧はお
よそ 20  µPaであり、音の大きさ
は、この 20 µPaを基準(=0 dB)
とする対 数 計算によって算出

される。この時に用いられるの
が「dB」という単位である。そし
て、1 Pa（パスカル）という基本
と言える音圧は、94 dBという音
圧レベルとなる。この 94 dBは、
音響校正器や騒音計のキャリブ
レーション（周波数1 kHz）に使
用される。リオンの技術者たち
はこの「94」を通じて 1 Paとつ
ねに向き合い、格闘を続けてい
るのである。

数 字 とリ オ ン の 不 思 議 な 関 係
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